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総務文教委員会 令和６年12月６日（金）             開会 午後３時９分 

 

審査の経過概要 

◎ 所管事務調査について 

渡辺久治委員長 

ただいまから総務文教委員会を開会いたします。 

所管事務調査を議題とします。 

常任委員の任期は２年であり、令和７年５月７日に任期満了となることから、委員長と

しましては、任期満了直前の定例会となる令和７年第１回定例会において所管事務調査の

報告を行いたいと考えております。 

報告を行う場合、調査を完結する必要がありますが、定例として予定されている委員会

は、今回と令和７年第１回定例会の２回です。 

このことを踏まえ、今後の調査方法について協議していただきたいと思います。 

委員長としましては、本日、先日の視察の感想を各委員から述べていただいた後、終了

に向けて討議していただいた上でまとめを行い、それをもって調査終了とし、令和７年第

１回定例会の初日又は令和７年度当初予算の総括質疑が行われる日に報告を行いたいと考

えておりますが、先日の視察の感想を述べていただいた後、終了に向けての討議の前に、

この調査事項についてほかにも調査を行いたいという方がいらっしゃれば、その方法や理

由など具体的にここで御提案をお願いします。 

なお、もし御提案いただいた調査を行うことになった場合は、本日は視察の感想を述べ

ていただき、その後は、定例会を含め後日、改めて委員会を開催して行うことになります。 

それでは、調査の御希望がある方はいらっしゃいますか。 

仮屋園一徳委員 

今調査中の項目について復唱をしていただければありがたいんですけど。 

渡辺久治委員長 

再生可能エネルギーについてと災害対策についての二つです。 

木下孝行委員 

私は再生可能エネルギーについて、まだ行きたいところは正直あるんですけど、予算上

難しいということもあって、調査自体は、委員長は来年の第１回定例会で委員長報告をす

るということでなかなか調査はもう難しいのかなと思います。 

川畑二美委員 

今、木下議員が言われた再生エネルギーの場所を一応、今お話ししていただいてよろし

いでしょうか。 

〔木下孝行委員「案をですか」と呼ぶ〕 

はい。 

木下孝行委員 

近場の長崎県の五島市か北九州市の響灘に、もし行けるんであれば行きたいなとは思い

ますけども、いかんせん予算と日程がないという中では難しいとは思っております。場所

とすればそこの二つを見たいということ。 

渡辺久治委員長 

五島とどこですか。 
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木下孝行委員 

五島市と北九州市の響灘です。 

渡辺久治委員長 

はい。 

ほかに調査の御希望がありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

ないようであれば、今、木下委員の言われた五島と北九州については難しいですが、休

憩に入ります。 

 

（休憩 午後３時13分～午後３時16分） 

 

渡辺久治委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

ほかの審査の御希望なしと認めます。 

それでは、先日の視察の感想をお伺いします。 

まず、秋田県大仙市の豪雨災害対策について伺います。 

御発言を希望される方から伺いますので挙手をもってお願いいたします。 

木下孝行委員 

資料はこれで見がなっとけな。 

渡辺久治委員長 

資料は入っています。今までやった総務文教委員会のフォルダ。 

上脇議会事務局次長兼議事係長 

ペーパーレスシステムの会議、カレンダーの画面から10月の視察の当日のところ、総務

文教委員会所管事務調査視察をタップしていただければ、当日使った資料が出てまいりま

す。ただし、洋上風力発電所に関しましては事前資料がございませんでしたので、現地で

パネルで御覧いただいての視察でございましたので、豪雨災害のみとなります。 

木下孝行委員 

トイレの話を大仙市でお伺いして、トレーラー型の仮設トイレ。非常に利便性もあって、

利用価値もすごく高くて、大仙市でもかなりの頻度で利用されているというような状況。

災害に関して以外にも多様性のあるトイレだと私は感じました。そういう意味でも阿久根

市も災害がいつ起こるか分からないようなこの九州の南部にあって、こういう仮設トイレ

は非常に欲しいなと、設置するべきだなと感じました。 

そこで、行政に対しては、委員会としてこの仮設トイレの設置を委員長の報告の中で述

べてもらいたいなと思っております。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

渡辺久治委員長 

なるべく、今日の発言はまとめに向かいますから皆さんの感想を伺いたいので、一人一

人、一言でもいいですから。 

川原慎一委員 

今、木下委員からもあったとおりトイレトレーラーに関しては非常にいいことであるし、

石川のほうにもこのトイレトレーラーを貸し出ししたという実績もあるということでござ



 

- 3 - 

 

いました。木下委員がおっしゃるように阿久根の催し等でも使えたりするのかなという部

分では非常にこれはいいものであるなと思いました。 

あと、大仙市のお話等々聞くと、自主防災組織に関して、今、現状阿久根でもあります

けども、これがしっかり機能しているかっていうところにまだまだ課題があるというふう

にも感じましたので、私としては、自主防災組織の充実も含め提言として出すべきじゃな

いかなと思ったところでした。 

髙﨑良二委員 

今言われたように、私もこの仮設トイレの設置というのはいいなあと思っていました。 

また、川原委員が言われたように、自主防災組織に関しましては、かなり向こうのほう

は、組織が動いているという形で、阿久根市ではまだあそこまではいってないのかなと

思って、私もまだ充実させたほうがいいと思いました。 

あとは、自分が気になったのは、災害発生時に、行政の動きとしてその対策を非常に綿

密にされているなというのを感じることができました。例えば避難場所、災害が起きたと

きに、その係に分かれる、グループをつくる。その中でメールグループがつくられて、そ

の中で情報発信して、各自の動きが分かるという流れの中で、また、避難場所、例えば体

育館とか公民館とかの施設管理者とそこの避難所の担当の方が常日頃から情報交換して、

いずれもその方と連絡が取れたりとか、そこの場所の施設の状況をそこの担当の人も常に

把握するというような流れができてるっていうか、年間を通しての動きが出てるのがいい

なと思ったんですが、そこは聞いてみないと分からないんですけど阿久根市もできている

のかなというのを疑問に思っているところです。 

あと、大きな災害があったということで、ここの地域は国や県が相当力を入れて災害対

策に支援をしているなあというのが感じられました。ポンプにしろ、いろんなトラックの

大型排水機の設置にしろ、国の支援とか県の支援があって設置をされていると思うんです

が、その中で企業とも連携して、ポンプの設置というか、新しい方法での設置の仕方とい

うのを試験的に行っているところも、いろんなところの協力を得ながら災害対策に取り組

んでいらっしゃるなというのを感じてきました。 

川畑二美委員 

私は、今皆さんのいろんなお話の本当そのとおりだと思って、はい、お聞きしてたんで

すけど、トイレトレーラーですね、2000万円とおっしゃって。これは予算ができるんじゃ

ないかなっていう感じで向こうでも聞いてまして、1300回も利用されてるっていうことで、

すごいなっていう感じと、あと自主防災なんかも結構ちゃんと市として考えてやってるっ

ていうのに対して、まだ防災のそういう感じ、市の職員がどこに行くどこで動くっていう

のは、まだ阿久根市ではしっかりとされてないんじゃないかなあと思って。そして、出て

るように、どこどこに避難するっていう住民の人たちのそういう広報活動にもつながるん

じゃないかなあと思います。だから、すごく広域避難体制なんかの確立もすごいなと思い

ながらですね。阿久根市も、もし何かが起こったらどこどこに移動して、どこの集落はど

このまちにどこの市に行くっていうのを、やっぱりちゃんとこういうふうに作っておけば、

実際起きたときに避難できるんじゃないかなっていう、住民の人たちにこういうのは知ら

せていくべきだなっていうのは感じたですね。 

先ほど髙﨑委員が言ったように、排水ポンプの施設も結構いいなって、トレーラーもす

ごくいいなと思って。地区によっては畑なんかが大変なところがあったりしますので、そ



 

- 4 - 

 

ういうところにやっぱり農業用としても使えるんじゃないかなって思ったんですけど、ポ

ンプなんかも準備することは必要かなと思ってます。 

ぜひ、市として検討していただけたらなって思った感想でした。 

山田勝委員 

防災の案件については、トイレは見るべきものがありましたよね。あれを１台か２台準

備しておったら、イベントにも使えるし何にも使えるしと思うけど、ただ、防災施設とい

うあるいは水をどうするかっていうのを見る限り、私は、あれでは阿久根市では間に合わ

ない。だから、阿久根市は相当進んでいると思いますよ。水害があったときは、それぞれ

役所の職員は担当地区をずっと回る、確認するというふうにしてありますよ。ですからそ

れは、そんなには先進地ですごいなあというのはあまりなかったです。いつもいつも災害

が起こったときには、どこどこに、避難場はどこですよっていう放送をするし、そういう

避難があったときには。近年ないから。職員はそれぞれの担当があってずっと回っている。

だからそういう中で、そういう意味では、阿久根市はそんなに見劣りはしなかったと思い

ます。皆さん考えてると思ってるんだけど、災害の状況は違う。今は、線状降水帯、海水

温が上がって、今まで北海道とか東北は梅雨はなかったんですよ。台風が起こることもな

かった北海道で今みたいに。だからそういう意味では、向こうは排水対策がうまくいって

ないまだ。阿久根はあんな、そんなものすごい水害で被害が出たところはないんですよ。

それでまたそれぞれのところ、例えば折口の水を、何であのポンプでどうしろってどうも

できない。だから、それはもう私はあんまり気にしないけど。トイレだけは見るものがあ

りましたよ。それはやってください。 

仮屋園一徳委員 

私も同じ考えなんですが、先ほどの予算委員会でもあったように、総合グラウンドのト

イレ。この前、ボンタンロードレースがあったんですが、洋式のトイレがなくて帰らない

といけないと言われる方が何人もいらっしゃって。あるような話があったんですけど簡易

的な洋式なもんだからちょっとできないということで、もしトイレをまた別に造るとなる

と、１か所造るのに1,000万円近くすぐかかってしまうわけですから、これは非常にいいと

思います。これについては大賛成です。 

〔山田勝委員「10台は買っていいが」と呼ぶ〕 

〔川畑二美委員「10台って２憶だって」と呼ぶ〕 

水害関係の防災対策については、先ほど山田委員からもあったように、阿久根は山あい

の谷間ありで地形が全然違う。向こうは平たんなところだったのでその辺の違いはあった

と思います。 

委員長報告については、皆さんの意見を含めて委員長に一任します。 

渡辺久治委員長 

皆さん御意見を言われましたので私も。 

委員長を代わってお願いします。 

川畑二美副委員長 

はい。 

渡辺久治委員 

大仙市は、平成29から30にかけて10回あったわけですね、水害が。それがもう10回のう

ち３回あった大きな水害が。そういうことで、職員の避難担当が決まっているということ
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とか、災害時における職員体制の整備、これはもう時系列に何があったかってメールを

使ってやっていくというふうに、これはもう直近で災害があったからできてるんだなとは

思いますけども、あるいは学ぶべき点があるかなあと。それは阿久根市でもできてるかも

しれんけど、それを見て比べてみたいなということを感じました。 

それとですね、あとは広域避難体制の確立がちょっと問題があるということを言ってま

したよね。みんないっぺんに逃げる場合行くところがないと、その辺が課題だって言って

ますけど、その辺も阿久根も課題があるんじゃないかなあというのは感じました。その辺

はでも向こうは国土交通省と連携していろいろやって国の協力を受けながらやってるから、

その辺は阿久根もやれないもんかなというふうに思いました。 

で、最初の排水ポンプ車が１台目が来て、もう２台も注文しようと言ってましたから、

かなり。でもあれは１台約１億円ぐらいですよね。だからかなりハードルが高いんだけど

も、先ほど山田委員がちょっと折口がもしつかった場合どうこうって言ったけど、ひょっ

としたらあれが１段あったら（山田勝委員「いや、何もやんか」と呼ぶ）あそこは構造上

の問題が。 

〔発言する者あり〕 

川畑二美副委員長 

まだ話中ですので、はい。 

渡辺久治委員 

トイレトレーラーはこれはもう１台あったら、３か所ぐらい水洗で使えるということだ

から、使うわないときには花火とかサッカーとかにも使ってるし、これは１台あってもい

いかなというふうな意見を感じました。 

川畑二美副委員長 

はい、ありがとうございます。交代します。 

渡辺久治委員長 

はい、分かりました。 

それでは次に、秋田洋上風力発電について伺います。 

発言を希望される方から伺いますので挙手をもってお願いします。 

木下孝行委員 

私は、２月の唐津の視察を受けて、秋田の視察も提案させていただいたんですけど。

行って見て聞いて非常に参考になったし、これは実現させていかなきゃいかんなあという

ふうに強く感じたところであります。 

理由とすれば、やはり行政効果であり経済効果であり、漁業者への影響等ももうないと

いう、はっきりとした答えをもらったところでもあって、将来に向けてやはり、脱炭素化、

カーボンシティー宣言の阿久根市とすれば積極的に進めていくべきだろうということを強

く委員長報告の中で、行政もしっかりと先頭に立って議会とともに動いてほしいという強

い報告にしていただきたいなと思います。 

山田勝委員 

私は秋田洋上風力発電所を見て、それからまた実は委員長が五島の沖ですね。これ、

やっぱりもう今までは私は、漁協が言うたっで魚捕りが大変やっでと思って比較的に協力

的じゃなかったんです。推進派じゃない。でも、これだけ温暖化が進んで、もう藻が生え

ない何もしないかにもしないっていう時代にね、やっぱりああいうふうにしたら、ひょっ
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とすれば藻が生えるかもしれない、漁礁になるかもしれないっていうのを目の当たりに見

れば、やっぱりもう積極的に進めていいと思います。 

川原慎一委員 

私もやはり進めていくべきだというふうなことを視察に行って強く感じたところでござ

いました。固定資産税、これも大きな収入でございますし、これが入れば阿久根の財源と

しても非常に助かるし、また、それも含め、かつ、私たちがこのようにして視察に行った

ように観光の部分でもたくさんの人たちが来られているということもお聞きしましたので、

一つの阿久根市の大きな目玉として観光のコンテンツとしても使えるのではないかという

ことを非常に感じましたので、やはり強く推し進めていくべきかなと感じたところでござ

いました。 

髙﨑良二委員 

私は、視察に行って、本当にいいなと思ったっていうか、まず、何て言いますか、風力

発電を設置することによって、どんなことが起きるのかなというのをいろいろ見に行って

知ることができたなと思っているところです。 

固定資産税にしろ、先ほど川原委員も言われた観光の効果もあると思うんですが、これ

は早く進めるというか前に進めていくべきだと私も思ってるんですが、その中に、やっぱ

り地元の産業というのも早く進めれば進めるほどそこに参入しやすくなるし、また、漁業

関係者の方も考え方を変えれば、例えば、漁協の組合がここの管理の船を出す、管理をす

る船を持って、そこで委託料をもらって船を出すとかそういった収入源を違う方法から、

やっぱり漁協も収入を得るという考えもあると思うんですよ。そのまま魚をとるのがメイ

ンなんですけど、それ以外にもまた収入源が出てくるのかなというのも考えたところです。 

そしてまた、管理とかメンテナンスとか、造るに当たってもやっぱり、できるだけなに

がしか地元の業者も携わって参入できるようにするには、早く方向性を決めて動いていか

ないと、後から後からになってしまえば、結局、ほかの近隣のところがそういう技術を

持ったところが阿久根に来て阿久根の工事も全部してしまうとかそういう状況にもなりか

ねないかなと思ったところです。 

ですから、やっぱりやるならやるで早めにいろんな行動を早く早くしていかないと、後

から後からでは全てが手後れになってしまうなあというのを感じています。 

また、一つ問題なのが、阿久根の港は浅いので、大きい船が入って来れないんですよね、

今。そうなると、例えば阿久根に資材を降ろすにしても、何をするにしても、そこら辺が

どうなのかなあというのをちょっと先走って考えていましたら、そういったいろんなクリ

アしなければいけない条件がたくさん今から出てくると思うんですが、これ絶対それが阿

久根にとって不利になるようなことじゃないと思います。メリットがあることだと思って

います。 

仮屋園一徳委員 

今ほかの委員の方が言われたとおり私も行ってよかったなと思います。今後いろんなハ

ードルが、超えないといけない部分もあるかと思いますけど、その辺も含めて報告は委員

長に一任したいと思います。 

川畑二美委員 

ポートタワーセリオンから見た状態でははっきりと分からなかったもんですから、どち

らかというと、まだ私は慎重に進めるべきだっていう考え方で再度見てきて、うーんって
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いうのが私のまだ意見としては出てました。 

確かにおっしゃるように固定資産とかいろんなのは実際に本当に入ってるのかなってい

う不安をいただいたり、入ってるとはおっしゃいましたけど、しかし、漁民の環境とか藻

場とかどうなんだろうっていういろんな不安は抱いて、はい、実際に見さしていただいて、

まあ13基とおっしゃってましたけど、うーんっていう私の意見としては、はい、まだ慎重

にするべきだって考えております。 

渡辺久治委員長 

全員言われましたので、私も一言だけ。 

川畑二美副委員長 

はい、どうぞ。 

渡辺久治委員 

地元経済への波及効果、雇用の創出や関連産業の発展が大いに期待されること。再生可

能エネルギーのバランス健全化による地球環境への意味も大きい。そして、この地域の

2050年カーボンニュートラル目標達成に向けての期待もあります。これはどうなるか分か

らんけどそういう期待もあるし、ぜひこれはもう進めてもらいたいと思いました。 

そして、実際に商業運転にもう入ってますからね、秋田は。それを見て、アセスメント

の期間を考えると本当にもう時間まだかかりますから、早く取りかからないかんなという

ことを感じました。その中でも、やはり、漁民の方に寄り添っていろいろ説明は十分にし

ながらしていくことが一番大事ですから、その辺もこう分けてやりながら取り組んでいか

ないかんなということを強く感じました。 

川畑二美副委員長 

はい。また、お願いします。 

〔発言する者あり〕 

渡辺久治委員長 

休憩します。 

 

（休憩 午前３時41分～午後３時42分） 

 

渡辺久治委員長 

休憩前に引き続き、委員会に戻ります。 

次に、所管事務調査の完了に向けて、それぞれの調査事項について討議を行います。 

まず、再生可能エネルギーについて討議を行います。 

木下孝行委員 

再生可能エネルギーについての討議を行いたいと思います。 

本年の２月の唐津視察そして10月の秋田視察をしてきて思うことは、やはり、この再生

可能エネルギー、洋上風力は推進していくべきだろうと強く感じております。 

その中で重要なことは、まず第１の直接関係者である漁業関係者の方々の納得、合意を

得ることが第１でありますけど、まずは、情報提供を県知事がするには、漁業者の理解っ

ていうか、一応こういう洋上風力が計画がありますよというような認識をまず持っても

らって、あと行政が動くということで、第１ステージが始まっていくわけであります。 

そこで情報提供をして、そのあと、情報提供が認められたときに、そこから確実な漁業
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関係者との合意形成をつくっていくという形が始まるわけで、取りあえず、まずステージ

に上がる、情報提供してもらうということをまず、行政、我々議会も、そのことをまず先

にやっていかなきゃいかんだろうと思いますので、そこら辺は行政と議会がやっぱり引っ

張っていくべきところがかなりあると思うわけですよ。まずはそこをやっぱり行っていく

ということをしたほうがいいのではないかなというふうに思います。 

それで、陸上風力に関しては唐津の視察を見ましたけども、風力自体に大きな住民に対

する影響は余りないのかなというふうに個人的には思いました。音であったり、振動で

あったり、そういうのも現地で見て、目と耳で確認させてもらいましたけど、大きな影響

はないのかなと。ただ、そのためには住民の説得を十分してもらって進めていくことには

私はやっていくべきだろうと。行政、議会としても、そこをきちっとしてやっていただけ

れば別に陸上風力も問題はないのかなというふうに感じております。 

川畑二美委員 

２月の陸上の風力発電に対して私串間とか見に行ったんです、長島もですけど。やはり

近辺の方々は、今回のことでは音はあんまりしなかったという御意見だったんですけど、

やはり近くにいらっしゃる方は結構音がして大変だっていうお話もちゃんと聞いておりま

すので、そういう点ではやっぱり陸上に対しては、私は難しいなっていうのは気持ち的に

持ってます。 

海上については、まだ今から検討していかないといけないから、急ぐ必要はないんじゃ

ないかなっていうことを考えております。はい、そういう感じです。 

山田勝委員 

私は、先ほど言うように前向きでなかったですけど今前向きなんですよ。 

それは、鹿児島県は知事が前向きでない取り組んでいないという話を聞く最大の理由は

ですね、漁協が反対しているからだと思うんです。だから私も漁協が反対してるのなら、

漁協が魚捕りの衆が大変じゃかわいそうだと思ってたんだけれども、でもこれだけ環境が

悪くなって魚もとれない、海藻も生えないときにね、風力発電所が、例えば、洋上風力発

電を仮にしたとしても全然変わらないし、合わせて藻が生えるという情報もあるので、

やっぱりこれは前向きに早く取り組まないといけないと私は思います。 

ですから、もうそんなにたくさん一生懸命にならなくてもいいから、前に進んで、阿久

根市が阿久根市議会の結論を出してですね、そして県にちゃんと要望を出せば、それはそ

れでちゃんと受け取ってくれると思いますよ。 

川原慎一委員 

再エネ、こういった阿久根みたいな土地でどう考えていくかっていうことを考えると、

エネルギーを生み出すことはもう自然エネルギーに頼るしかないという状況にあると私は

思いました。 

なので、陸上の風力発電から言えば、車から降りなければ音だったりは聞こえなかった。

これは洋上風力も含め、洋上風力はもう距離もありましたし。ですが、非常に音に関して

は心配していること、私は皆無だったなというふうに感じたところでした、視察に行って。 

なので、ここをどういうふうに地元住民の方々に説明し、また体感していただき、また、

例えば長島にあるものはもう大分時間がたっているわけですし、そうなって日進月歩技術

が進んでいってれば、確かに唐津で見たものは音は非常に静かでした。なので、そういう

ことも考えて、いろいろなことを私たち議会も発信していって、進めていくべきことで、
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洋上風力も感想の中で説明したとおりです。固定資産税しかり、観光面しかり、私は阿久

根にはプラス面が大きいと考えておりますので、これから先の私たちの子供の世代が育っ

ていく阿久根をどういうふうに残していくかということを考えれば、ここは一つの突破口

ではないかと私は強く感じているので、進めていくべきだというふうに感じています。 

渡辺久治委員長 

では、大体意見は出尽くして、方向性はもう決まっているようですので、再生可能エネ

ルギーについては討議を終了します。 

続きまして、災害対策について討議を行います。 

結論に向けての討議をお願いします。 

木下孝行委員 

討議というか、一応よかったものだけを意見として述べさせてもらいますけども。 

先進地視察ということで行きました。実際には我が阿久根市よりも災害が昔は少なかっ

た所、ほぼなかった所と言っても過言でもないぐらい。近年の異常気象によって災害がこ

こ10年ぐらい頻繁に起こってるという所に視察に行かしてもらいましたけど、やはり阿久

根市にないものが、トレーラーのトイレとかありましたので、そういうことは、やっぱり

積極的に阿久根市も取り入れていくべきだろうと思っておりますので、特にトレーラート

イレなんかは阿久根市も設置に向けて努力をすべきだろうというふうに今回感じておりま

す。 

川畑二美委員 

私も、トイレトレーラーについてはぜひ阿久根市としても検討していただいて、2,000万

円というお話をされたんですけど、検討していただきたいなっていう気持ちと、職員の方

々の、結局、災害になったとき誰がどこに行くっていうのを聞いたときに、阿久根市では

そんなこと、やってるとは思うんですけども、ぱっと機能しているのかなって一瞬思いま

して、放送では、防災無線でいろいろ放送されて、風テラスに行ったりどこに行ったり、

職員の人たちが行ってらっしゃいますけど、いざ何かあったときに、まあ大変なんじゃな

いかなあって。もうそこの、自分はそこに場所に行くんだって、今は災害がいつどこでど

ういう形で起こってくるか分かりませんので、そういう体制をやっぱり考えていかないと

いけないなあと思ってます。 

それと同時に、ぜひ、このトイレトレーラーは、山田議員が先ほどから言ってるように

何台もあれば、いろんなイベントにも活用するからいいんじゃないでしょうかっていう感

想です。 

仮屋園一徳委員 

私は、水害について、先ほどもありましたように今までなかったところが２年連続で４

回も水害があったと。そういうことでいろんな対策をとられてたんですけど、阿久根市に

ついてはここ最近あんまり災害はないんですが、ただ、折口川一つをとっても、以前災害

があったのに、まだ対策としては一つも取れてない。そういったことで、やはり災害につ

いては、ないときにこそいろんな対策をすべきじゃないかというふうに感じました。 

そういうことで、行って、非常に平地でしたけどいろんな対策をされてたのは勉強に

なったなと思います。 

渡辺久治委員長 

はい、ほかの方、ないですか、トイレトレーナーは大分出てますけど、避難体制で。 
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髙﨑良二委員 

意見ですけど。 

渡辺久治委員長 

結論に向けた。 

〔木下孝行委員「皆さんに聞いてもらえばいい」と呼ぶ〕 

髙﨑良二委員 

阿久根市はもう、災害対策に関しては、いろんな取組で一生懸命やっていらっしゃると

いうのは、対策の資料を見ればいろんなことでやっているなというのは分かるんですが、

ここの基本的考え方の中に、何て言いますか、自分の身は自分で守るっていうのが大仙市

の防災対策の中の最初のほうに出てくるんですよ。まずは自分の身は自分で守るというの

は。ですからやっぱり、住民も１番最初の基本的部分は、自分の身は自分で守らなければ

いけないという、そういう意識を阿久根市の住民にもちゃんと持たせないといけないの

じゃないかと思ったところです。 

行政が全てを助けてくれるっていうことではなくて、やっぱり自分の身は自分で守ると

いうことを先に始めて、その後に行政が助けに来るという、そういう意識付けがまずされ

てない、弱いのかなあというのがあります。例えば、避難訓練なんかをしても、行事ごと

のように皆さんは参加されてるんだけど、本当に避難のときにこうしないといかん、ああ

しないといかんというのがまだ意識が低いのかなあというのが、そう感じたところです。 

あと一つ思ったのは、外国人労働者が今増えてるんですが、その方々が避難するのに、

どれだけの情報を提供できるのかなという。その流れができるのかなというのが気になっ

たところです。 

トレーラーのトイレは、自分もこれは購入して準備するべきだと思ってます。 

川原慎一委員 

私は消防団にも所属しておりましておりました。そのときに災害が実際に、豪雨だった

りというと呼出しがかかって出動したりとか、台風にしても待機してとかっていうことも

しておりました。これは、消防署から連絡が来て出動するという形でしたけども、阿久根

市は、そこは議員になってから総務課に確認もしましたけど、そこはちゃんとしてるって

いうふうに私は感じました、聞き取りをして調べて。そこをちゃんとしていくことと、実

際、地震だったりが起こったとき、津波が来るぞっていうときに、じゃあここに集合して

行こうって言うほど、皆さん、多分ゆっくりしてないと思うんですよ。我先に逃げると

思っているので、行政がどうこうしているかあらと、それを待とうっていうことは絶対な

いと思います。だからそこでどういうふうに、じゃあ、私は昨日の一般質問で、教育委員

会と話をしましたけど、起こったときに、どういうふうなことを想定されて、どういうふ

うなことを考えていくかというところが、行政として絶対やらなきゃいけないところはそ

こだというふうに感じました、今回のいろんなことを勉強して。なので、とにかく想定外

のことが起こったときに、どういうふうにしていくべきかというところをもっと私たち議

会もしっかり勉強し、やっていくべきかなというと感じたところでした。 

渡辺久治委員長 

討議も出尽くしましたので、一旦、いろんな方向でまとめていきますので、これで討議

を一応終結します。 

次に、所管事務調査のまとめを行います。 
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まず、再生可能エネルギーについてまとめを行います。 

皆様方の御意見を伺い、それを委員長において取りまとめ、それをもってまとめとした

いと思います。 

御意見をお願いします。 

〔川畑二美委員「委員長にですか」と呼ぶ〕 

僕は最終的に委員長を報告しますけれども、その中で、こういうことを託したいとかそ

んな感じで言っていただければ。 

木下孝行委員 

まずは洋上風力について、再生可能エネルギーの中でも、今回特に洋上風力に関しては、

阿久根市も積極的に実現に向けて進んでいくためにも、来年の４月に情報提供の機会があ

るんですけども、いちき串木野市は、そこで情報提供を知事がするというようなことでも

う動いております。そこで、阿久根市も一緒に情報提供できるような形で、できなくても

来年の情報提供、再来年の４月になるんですけども、そういうふうにできるように、まず

は行政が積極的に関係団体との話も進めながら、市が積極的に進めていくということを委

員長報告の中できちっと入れてもらいたいと思います。そして、関連してですが、市とし

ても、これは県もしなきゃいかんことだろうと思うんですけども、関係者、直接関係者と

関係団体いろいろあるんですけども、やっぱり関係する人たちの調査とか、また、視察と

かいうのをやっぱり積極的に行ってもらうために、市もそういうかかる経費に対して補助

を出すとか資金を出すなり、本当は主体的に市がそれと取り組んでもいいと思います。だ

けど、あくまで県もそこはしてもらわなきゃいかんなというふうに今後はそういう動きも

しなきゃいかんだろうと思いますけど、とにかく、情報提供を早期にできるように行政も

動いてくれということを強く報告書に入れてもらいたいと思います。 

川畑二美委員 

私は風力発電のほうは、洋上のほうはまだちょっと今勉強中なんですけど。陸上のほう

は、やはり入れてもらいたいのは、やっぱりもう少し環境の面とか検討課題はたくさんあ

るんじゃないかっていうのを入れていただきたいっていうことです。 

〔発言する者あり〕 

渡辺久治委員長 

休憩します。 

 

（休憩 午後４時２分～午後４時３分） 

 

渡辺久治委員長 

休憩前に引き続き、委員会を再開します。 

皆さん、いろんなことをお願いします。 

木下孝行委員 

陸上風力に関しては、今回唐津で視察をさせていただきまして、私は、大きく住民に与

える影響は少ないのかなと考えております。そうした中で、阿久根に関係する紫尾山関係

の陸上風力は、今、ある意味凍結というか止まった状態で２年か３年くらいたっておりま

すけども、恐らくこの話が今後進んでいく可能性はあると思うんですけども、そういう中

でもやっぱり住民に対しての十分な説明と理解を事業者が進めていけば、私は議会として



 

- 12 - 

 

反対するところはないのかなというふうに感じております。 

川原慎一委員 

再生可能エネルギーを勉強させていただいてて、本当、世の中、原発が駄目だとか何と

かっていろんな話ありますけど、原発も駄目、風力も駄目、太陽光も駄目って言ったって、

じゃあ何でエネルギーをつくっていくのってなっていくわけですよ。そうなったときに、

今こうやって風力、陸上力また洋上風力ってこういった光が見えてるわけです。かつ、阿

久根で生み出せるものっていうのは、今考えればもうないわけですから、原発なんていう

とんでもない話な状況なわけですからってなってくると、とんでもないというか、阿久根

でということにはできないわけですから、そうなってきたときに、陸上風力、洋上風力、

これ、やっぱり今２本柱というか、そこをしっかりと、私たち視察してみて、僕はマイナ

ス面は正直余りないと思いましたし、これは本当に推し進めていくべきものだと強く思い

ました。 

渡辺久治委員長 

まとめに関して、ほかの方はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは僕もちょっと一言言いたい。 

川畑二美副委員長 

はい、じゃあ、はい。 

渡辺久治委員 

僕も、唐津の陸上を見せてもらって、洋上のほうは唐津はまだ準備段階に入ってますか

らまだですよね。秋田はもう促進地域に入っています。 

唐津の陸上、あそこのウィンドファームは、やはり結構なだらかな丘だったなと僕は思

いました。そういう意味では、この紫尾山系はちょっとハードル高いかなというのを正直

思っています。 

やはり阿久根市としては、洋上風力に全力を傾けていくべきかなと僕は考えを持ってい

ます。 

川畑二美副委員長 

じゃあ、はい、終わります。 

〔仮屋園一徳委員「委員長」と呼ぶ〕 

〔川畑二美委員「はい」と呼び挙手〕 

渡辺久治委員長 

仮屋園委員に。 

仮屋園一徳委員 

再生可能エネルギーについてもう一つ言いますと、風力については、私は唐津には行か

なかったんですけど、川内の原発の上の所に風力があるんですが、そこは余り人家も近く

にはなくて、もう稼働してるんですけど結構成功しています。いろいろ説明も聞きました。

余り地域に迷惑もかけてない感じで、長島の所については、もう皆さん近いですので知っ

ていらっしゃいます。 

それと、洋上風力は今あったように視察に行きましたし、進めていくということでいい

んですけど。もう一つですね、１日４回の潮の流れ、干満を利用した電源をということで、

１回説明会を黒之浜でしようということでできなかったのか、説明会だけあったのか分か
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りませんけど、（「あった」と呼ぶ者あり）あったんですね。あれを見ると、確実に１日

４回行ったり来たりするわけですので、もしその辺の、言えば今後の開発とかそういうの

も注目していきたいなと。今もあったように、いずれにしても再生可能エネルギーという

のは大事なことですので、もし今回２年で調査を終わるにしても、その後も、また後々の

委員会で続けてほしいなあというのが希望です。 

川畑二美委員 

先ほど委員長が言いましたように、紫尾山系はですね、土壌も結構崩れやすくて、私も

現地をずっと回ったんですけど、もう崖崩れみたいになってる場所もあったりしてですね、

だから紫尾山系はちょっと、やはり、住民の人たちが反対してるように難しいんじゃない

かなあって思います。 

まあ、洋上に対しては、串間を聞いたり、長島は今もう風力を解体を始めてます。解体

していくっていうことでですね、もう１基なんか解体されたということで、で、もうどん

どん、それを増やそうとされない、もう解体のほうに向いているんだっていうお話を聞い

てますので、20年後、もうできたら20年した後のことも考えたら、やはり、慎重に慎重に

進めていかないと、エネルギーの件で、再生エネルギーのことを言われると、先ほどから

言われてるようにそのとおりだと思うんですけど、造るに当たってはやっぱり慎重に住民

との話合いとかそういうのをしていかないと、実際に現地を見たら、え、ここはちょっと

難しいんじゃないかっていうところを見ましたので、私はやはり陸上に対しては反対いた

します。 

渡辺久治委員長 

ほかにまとめで、方向性でありますか。ないようであればまとめますけど。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

僕なりにちょっとまとめさせてもらいます。 

洋上風力に関しては、お１人は勉強中か何かあれがありましたけれども、皆さんほとん

ど、いろんな方法あらゆる方面から進めていくんだということで、県に情報提供していた

だくと、早めにですね、そういう方向で委員長報告をしたいと思いますので、またいろん

なまた、情報とか方策とかありましたら、またその間に、まとめている間に、僕に情報を

頂ければありがたいです。 

それと、陸上風力に関しましては、皆さん方意見、大半の方が賛成ということなんです

けども、そういう懸念する意見も若干あったりということで意見をまとめさせてもらいた

いと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

そういうことで、またいろんな情報ください。 

これで、再生可能エネルギーについてのまとめは終わりたいと思います。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

次に、災害対策について、皆様方のまとめに関して御意見を、チャンスですけども、ま

た特にこれは言ってほしいということがありましたら、強くありましたらお願いします。 

〔発言する者あり〕 

川畑二美委員 

トイレトレーラーはぜひ阿久根市としても購入して欲しいっていうことは入れていただ

けたらありがたいです。 
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〔「それでいいです」と呼ぶ者あり〕 

ほかに何かないですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、災害対策に関しては、１番出たのはトイレトレーラーでしたね。 

そのほかにも、僕は最も、職員の避難体制ですね、その辺は、災害があったわけだから

すごく綿密だったから、その辺も阿久根はできてるとは思うけども、１回確認して、その

辺を確認するような意味での報告をしたいなと思いますが、いかがでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

そういう意味でまたいくつか挙げて。 

〔山田勝委員「ちゃんとしてる。ちゃんとしとっとをしとらんって言うな」と呼ぶ〕 

ちゃんとしてますかっていうことですね。 

〔川畑二美委員「確認をされる」と呼ぶ〕 

阿久根はここ何十年って大きな災害ないでしょ。だからその辺では、油断があるんじゃ

ないかなあと、その辺を啓発する意味でもそんな報告をしたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、その辺を僕がまとめますので、御時間ください。よろしくお願いします。 

〔「お願いします」と呼ぶ者あり〕 

ということで、所管事務調査として再生可能エネルギーについて及び災害対策について

は、これをもって調査終了といたします。 

本件について、調査報告書の作成及び委員長報告並びに議会だよりの掲載については、

委員長に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議なしと認め、そのように決しました。 

以上で総務文教委員会を散会いたします。 

 

（散会 午後４時12分） 

 

総務文教委員会委員長  渡 辺 久 治 

 


